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「グローバル化」
の加速

「知のルネサンス」
知識創造活動を中心とする

Brain Power Societyの促進

輸送技術と情報通信技術の飛躍的発達

20世紀末からのグローバル化と知のルネサンス

地球規模での
経済・社会システムの再編成

（グローバル化 地域統合 ローカル化（知の拠点化） ネットワーク化）× × ×
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ヨーロッパ（イタリア）・ルネサンス

ヨーロッパ：ルネサンス

1250 1300       1350      1400       1450      1500       1550       1600   

ペスト大流行
で中断

イタリアの都市国家を中心として
あらゆる分野での

「知の爆発」

文学・古典学・哲学

ダンテ（文学）
ボッカチオ（文学）
レオナルド・ブルーニ（古典）
ボッジョ・ブラッチョリーニー

（古典）

万能人

レオン・アルベルティ
レオナルド・ダ・ヴィンチ
ミケランジェロ

絵画

ジョットー
ウッチェッロ
フラ・マンジェルコ
ピエロ・フランチェスカ

ボッティチェリ
ラファエロ

彫刻・建築

カンピオ
ドナテッロ
ロッビア
ヴェロッキオ

科学・技術

グーテンベルグ
ガリレオ
コペルニクス
ケプラー

航海

マルコ・ポーロ
ヴァスコ・ダ・ガマ
コロンブス
アメリゴ・ヴェスプッチ

・
・
・

・
・
・ ・

・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・
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出所： 塩野七生 『塩野七生ルネサンス著作集１ ルネサンスとは何であったのか』 新潮社
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ヨーロッパ・ルネサンス

人・物・金・情報の

「輸送費」の大幅な低減
遠隔地交易の劇的
な広がり
• 保険・金融業の発達
• 商人階層の出現

比較優位と
集積の経済による
産業特化した多数の

都市国家の急成長

十字軍によるビザンチン
帝国の滅亡と、交易の障害
となっていた各種の封建的
制度を破壊
ビザンチン文化・イスラム
文化との接触

輸送技術の発達
航海、陸上輸送

印刷技術における革新
• 中国・イスラムより
パルプによる製紙技術

• グーテンベルグによる

活版印刷術の発明
（1450年）

フィレンツェ共和国 ・・・金融都市

ヴェネツィア共和国・・・海運都市
ミラノ公国 ・・・産業都市
ローマ教皇領 ・・・宗教都市

ナポリ王国

ブルージェ
パリ
ハンブルク
ロンドン

・
・
・

・
・
・

都市国家間の競争（政治、経済、ビジネス、芸術、文化）を
通じてのsynergyにより発展
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都市国家＝創造都市 政治・経済・ビジネス、教育・人材育成、
芸術・文化活動の複合体

各都市における芸術：「工房」の間の競争を通じて発展

「工房」 ＝ 親方と職人を中心とする多芸的な製作グループ

• 芸術性とビジネス性の両方を重視

• 新しいアイディアを次々に生み出す場

• 多種多様な技法を教える養成所、次々にスピンオフ

例：15世紀後半のフィレンツェ

画家工房：約40 石工師工房：54 木工師工房：84 金工師工房：44

塩野七生 『ルネサンスとは何であったか』

都市国家＝土地は持っていないが頭脳は持っている人々が

集まって作った「頭脳集団」



7

グローバル化
の加速

Brain Power Societyの促進

（知識創造活動を中心とする社会）

地球規模での
経済・社会システムの再編成

（様々な空間スケールにおけるグローバル化とローカル化）

情報通信技術と輸送技術の飛躍的発達

20世紀の末からの知のルネサンス
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出所： 『科学技術指標』 平成16年版、文部科学省科学技術政策研究所

patent registration

日本経済新聞
2007年9月4日夕刊
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注：（通常の）財・サービスと情報・アイディア・技術・知識の比較

• （通常の）財 ＝ 私的財

• 新しい情報・アイディア・技術・知識

＝

公共財 ＋ 累積的効果 ＋ 連鎖反応効果
（みんなで使える） （雪玉的成長） （玉突き効果）



世界的製造拠点
（World Factory）

世界的創造拠点
(World Innovation Center)

East Asian  Renaissance

Brain Power Society
（知識創造社会）

東アジアにおける知のルネサンスに向けて
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中国：「国家中長期科学技術発展計画要綱（06-20年）」
2006年2月発表

2020年までに： 『科学技術大国』

基盤科学と先端技術研究で

世界に大きな影響を与える国へ

（イノベーション型国家へ）

2050年までに： 『科学技術強国』
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出所： RIETI研究主幹 長岡貞男「日本のイノベーションの特徴と課題」2007年10月16日
12

Japan

S.Korea

China



出所： DRC呂薇「中国における国家イノベーションシステムの特長」2007年10月16日
RIETIにて発表 13

National targets towards innovation-country
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出所： DRC呂薇「中国における国家イノベーションシステムの特長」2007年10月16日

RIETIにて発表

major policies and measures for the development of science and technology

Strategy on intellectual property rights
and technology standard

Promotion of international and regional
cooperation and exchanges in science & 
technology
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東アジアの多様性を生かしつつ知のルネサンスへ



16

知識創造社会における多様性の重要性

・個々の人材・頭脳（Brain Power）
（頭脳＝「使えば使うほど増える唯一の資源」）

・多様な頭脳＝多様な人間・人材

から生まれる相乗効果（synergy）

知識創造社会における最も中心的な資源
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共通知識
Bの

固有知識
Aの

固有知識

Aの知識の総体 Bの知識の総体

“三人寄れば文殊の智慧”
“三 个 皮 匠、抵 个 渚 葛 亮”臭、

多様な頭脳の共同から生まれる
知識創造における相乗効果synergy
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Aの知識の総体 Bの知識の総体

“三人寄れば文殊の智慧”

“三年寄ればただの智慧”

長期的にも本当か？

共通知識
Bの

固有知識
Aの

固有知識
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知識労働者の一極集中

二律背反の効果

短期的

多様な人間の密な
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝによる
知識外部性の増大

長期的

共通知識の肥大化
による多様性の減少

（金太郎飴）

組織・都市・集積内および相互間の人材・人間の交流と流動

これを防ぐには
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二地域のケース

地域間交流

移住

地域内
交流

地域
A

地域
B

iK jK

ijCAji ∈,
lKkK

klC Blk ∈,

iK lK

ilC

地域内
交流

Ai∈ Bj∈



21出所： 『レオナルド・ダ・ヴィンチ ― 天才の実像』 朝日新聞社、NHK、NHKプロモーション



ヨーロッパ都市間における知の交流（1985-2002）
― パテント登録におけるHigh-Tech企業間Patent引用数より ―

出所： M.M. Fisher et. al. (2005) 22



The World Bank, An East Asian Renaissance, 2007, p.163

Seven East Asian economies = Korea, China, Taiwan, Hong Kong,
Malaysia, Singapore and Thailand

東アジアにおけるPatentの引用度
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The World Bank, An East Asian Renaissance, 2007, p.166

電子産業におけるPatentの引用度

24
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December 17, 2007



26出所： 『TIME』 December 17, 2007
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the number of college graduates in China

33% in Technology • Science
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（出所）日経ビジネス、2008.1.21



29Far Eastern Economic Review, October 28, 2004
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Godon Fairclugh, “Gay Asia: Tolerance Pays”
(Far Eastern Economic Review, October 28, 2004)

Singapore’s more relaxed attitude
towards homosexuality

（異端者・多様性への包容力の促進）

a broader govt. strategy
to transform the city into

a creative idea-driven economy
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東アジア・ルネサンス促進へ向けての
国際協力による望ましい「知財権」の制度構築と推進

著作権

特許権

意匠権

商標権

ニセモノ・海賊版への対策

知識創造・イノベーションの促進
のための望ましい知財権のあり方

（「角を矯めて牛を殺す」ことのないように）
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achieving East Asian Renaissance together
based on diversity

contributing to the World Development
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